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今年度も体力づくりの取組がスタートしました。全校児童が３色に分かれ、縦割りで行

います。週２回中休みに「外でマラソンコース」と「校内でサーキットコース」に分かれ

て基礎体力を養います。高学年がリーダーとして進行や、やり方の説明を行っています。 

 体力がついていると、根気強く物事に取り組むことができ、学習に向かう力につながり

ます。心の成長のためにも体力づくりを大切に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月の行事予定 
１日（土）６年学級レク 

３日（月）学校運営協議会 

４日（火）三色会議 

５日（水）避難訓練 

６日（木）Q―U検査 淺茅野交流① 

７日（金）委員会③ セレクト給食（４年） 

１０日（月）運動会特別日課開始 鼓笛 

１１日（火）社会科見学（３年） 

１３日（水）合同宿泊学習① 

１４日（木）合同宿泊学習② 

１７日（月）教育委員学校訪問 

１８日（火）鼓笛 PTA役員会➁ 

学年委員長合同会議       

１９日（水）なかよし号 

２０日（木）鼓笛 

２２日（土）志別神社宵宮 

２３日（日）鬼志別神社本祭（神輿） 

２７日（木）運動会総練習 

３０日（日）運動会 

春の廃品回収～ご協力ありがとうございました！～ 

 ５月１８日（土）、春の廃品回収を行いました。強

風で肌寒い中、保護者、子どもたち、教職員で回収か

ら仕分け作業を行いました。地域や事業所等の皆様に

も、たくさんの段ボールや新聞紙などのご協力をいた

だき感謝いたします。また、トラックを貸していただ

いた事業所の皆様もありがとうございました。 

今回をもちまして、廃品回収は終了となります！ 

学校ホームページ是非ご覧下さい！ 

 鬼志別小学校のホームページをご覧になったこと

はありますか？日々の子どもたちの活動の様子や、

学校の様々な取組など、色々な情報を発信中です。 

また、欠席や遅刻などを学校に伝える「欠席等連

絡届」もホームページのリンクからお使いいただけ

ます。（職員が内容を確認して担任に伝えていま

す。その日の連絡に関しては 

９時頃までにしていただける 

とありがたいです） 

 今後も情報発信などホーム 

ページを活用していく予定で 

す。是非ご覧下さい！ 

 

 

 

今年も体力づくりで心も体もたくましく 

裏面も是非ご覧下さい！ 



※学校では、子どもたちに対して効果的で質の高い教育を持続的に行うことができるようにする

ため、教職員の働き方改革を進めています。

夏の異常な暑さから、道内の各

小中学校では夏休みを延長する

動きが強まっています。猿払村

も例外ではありません。

2024年度は、

夏休み7/26~8/25まで３１日間

冬休み12/27~1/15まで２0日間

となります。猿払村の全小中学

校が同じ対応となります｡

保護者の方との対話や電話連絡

はこれからも大切にしていきま

すが、４月より、欠席・遅刻・

早退等の連絡は Google を活用し
て学校に伝えられるようにして

います。アンケートや各種調査

等の活用も随時進めていきます。

欠席・遅刻・早退等の連絡はHP

から行えます。

保護者の方たちや子どもたち
の参加が減っているのが現状
で、今回をもって廃止します。
５月の廃品回収は予定通り実
施しました。これまでご協力
いただいた皆様に感謝致しま
す。今後。今回の収益や終了
について地域の皆様にもお知
らせいたします。

〈理 由〉 令和６年度

①教科指導への大きな負担になっていること ・運動会での発表をめざす

→音楽の教科時数(高学年で 10/50) 総合学習への食い込み ・然るべき時期に「鼓笛隊の

各学年で本来履修すべき楽器・歌唱指導への影響 見納め」となる発表を地域で

②総合学習「探求的活動（地域学習）」の充実をめざすため 行い、終了する予定です。

〈指導の基本〉

○読解力の向上 ○道徳教育の充実 ○心身の健康づくりへの関心

（聞き取る力、読み取る力） （考え、議論する道徳授業の推進） （健康な生活ができる能力や態度）

○できなかった問題をできるよう ○体験活動の重視 ○目的意識を持った体力づくり

にする （鬼小サポートの推進） （経験の蓄積による人権意識の醸成） （なぜやるのか、何を目指すのか）

○気持ちや考えを言葉で表現する ○生徒指導の３機能を生かす学級 ○メディアコントロール

（話す力、書く力の向上） （自己決定､共感的理解､自己存在感） （正しく怖がり、賢く向き合う力）

○ＩＣＴの効果的活用 ○いじめを許さない学校風土 ○危険回避能力の向上

（あくまでも手段で目的ではない） （自他を知り互いの違いを認め合う） （自分の身を自分で守れる力の向上）

○学びあい活動の充実 ○縦割り活動の充実 ○心理的安全性の確保

（協働的な学び） （異学年交流を通した役割意識の高揚） （失敗しても大丈夫、失敗こそ学び）

○自分に合った学び方の習得 ○挨拶・返事・言葉遣いなどの ○レジリエンスを育む指導方法

（個別最適な学び） 凡事徹底（中身とともに形も重視） （子どもの自立を促す魔法の言葉）
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